










Sense of Coherence and Burnout among Emergency Nurses 
(大阪大学大学院人間科学研究科博士前期課程) 枝 さゆり
Abstract 
τbe major goal of this study was to examine the relationship among work s仕essors，burnout and 
sense of coherence (SOC) in emergency nurses. Nurses (n=42) completed a demographic data 
foロn，the Nursing Job S仕essorScale， the Maslach's Burnout Inventory in Japanese， and SOC scale. 
Multiple regression analysisindicated that iturses who have sなongsoc experiences lended to show 
les burnout than those with weak SOC. Moreover， two findings emphasized也efocus of this paper. 
First， as nurses' experiences enl紅ged， their comprehensibility阻 dmanageabiIity could become 
strong. Also nurses felt less s仕essand the burnout. Second， the meaningおlnesswas not reflected 
by nurses' experiences. It predicts the s仕essof relationship wi也 patientsand depersonalization. 
It seems to be essential for emergency nurses to regard吐leirtasks as chall巴ngeand to find pride 
and pleasure in nursing. 
























示されている (Bourbonnais，Comeau， 'Vezina & Dion， 1998; Heim， 1991)。特に、救急看護
師は先にも述べたように特徴的な業務を担っており、救急に焦点を当てたストレス研究もいく
つか存在する (Hackabay& Jagla， 1984;鶴田， 1991;山賀・堤， 1998)。そのーっとして、福
山 (2002)によるストレス分類を参考として表lに示す。








や転職、職務満足感の減少など、さまざまな弊害を生み出すと言われている(鶴田， 1991) 0 
その弊害の最も深刻なもののーっとしてパーンアウトが挙げられ、特に、救急看護師はパーン












3.健康要因としての Senseof Coherence 
3-1. Sense of Coherenceとは
パーンアウトを引き起こすストレスに対じて、近年健康要因として注目されているのが
Sense of Coherence (以下， SOC)である。 SOCはイスラエJレの医療社会学者Antbnovsky
(1987)による概念で¥「その人にしみわたった、 Iダイナミックではあるが、持続する確信の感
覚によって表現される世界規模の志向性」と定義される。これは、把握可能感(com ptehensi 





















SOCを強くするものとして、汎抵抗資源 (GeneralizedResistance Resources: GRRs)が
挙げられている。これは、特定でなく多様なストレッサーに対応するための様々な資源のこと
で、資金、知識、自我の強さ、ソーシヤJレサポート、文化的な安定性などを含む。これらによ
り、「一貫性 (consistency)J、「バランスのとれた負荷 (underload-overloadba1ance) J、「結








過去の研究において、 SOCと健康の関連を示唆しているものは多く (Flannery & 
Flannery， 1990; Cederblad & Hansson， 1996)、パーンアウトの有力な予測因子としても報告























































③パーンアウト尺度 CMaslach'sBurnout Inventory日本語版;西堀・諸井，'2000) 
22項目からなる尺度である。質問は、職場や家庭で、のさまざまな状態や気持ちを挙げており、
それぞれに表された状態や気持ちをどのくらいの頻度で経験したかに関して4件法(1:決じ
て感じない、 2:めったに感じない、 3:ときどき感じる、 4:たびたび感じる)で回答を求め
た。本尺度は、情緒的消耗感(6項目、脱人格化 (3項目)、個人的達成感の欠如(3項目)
の3つの下位尺度を含んで、いる。情緒的消耗感、脱人格化、個人的達成感の欠如の、 3つの下














全i/'会、」口L パー ンアウトsoc 個人的達成感ストレス 情緒的消耗感 脱人格化 の欠主日
独立変数 属性 年齢 .02 -.54** .09 .ー12 .ー12
看護経験歴 .38 .40 .ー30 .26 .07 
救急経験歴 32t .ー05 .32キ .28 .ー10
責任のある .ー19 .24 .ー28t "・03 .ー即役割
soc .ー32t 国.39*本 .ー69** .ー41*








F(4，3η F (5， 36) F (6， 35) F (6， 35) F (6， 35) 














処理可能感に有意な正の影響を与えていた(順に、 s=.42， p < .01、戸=.50， p < .01)。しかし、










た(順に、 s=ー.52，pく.05、戸=ー .67，p <川)。また、有意味感は脱人格化に有意な負の影響
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